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「尾張平野を語る」は自然・考古・民俗・歴史・美術工芸などさまざまな分野の講師を招き、

尾張平野の歴史と文化を紹介する遍緑講演会です。

25回目を迎える本年度は市制100周年記念事業として、古墳時代ひいては古墳に関する

トキメク話を研究者からお話ししていただきます。

いとう あきお

伊藤秋 男氏
南山大学名誉教授

リー、井鳥での
島覇の厩鳳景を求

--
あかつか じろう

赤塚次郎氏
NPO法人古代遁波の里・

文化遺産ネットワーク理事長

なかい まさゆき

中井正幸氏
岐阜聖徳学園大学
非常勤講師

［ 時間：各日午後2時 ►い午後3時30分 ］

,A．会場参加e
、:・ヨl各曰20名（抽選）

ヽ-
400円（資料代込）

一宮市博物館講座室

, B．オンライン参加e
！ヽ璽ii各日100名（抽選）

ezョ'-
無料

お好きな場所で！

一一
名鉄名古屋本線「妙興寺」駅南口から徒歩7分

ニコニコふれあいバス「博物館西」より徒歩5分

一般300円高校・大学生150円中学生以下無料

※一宮市内在住の満65歳以上で、住所・年齢の確認できる

公的機関発行の証明書等を提示された方は無料。

※身体障害者手帳・戦傷病者手帳・精神障害者保健福祉手帳・

療育手帳を持参の方（付添人1人を含む）は無料。

一宮市博物館
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講師 伊藤秋男氏
南山大学名誉教授
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池籍國から見る
古墳の装

赤塚次郎氏
NPO法人古代週波の里・文化遺産
ネットワーク理事長

..... ・・・・・・・・・・ ． .. ． ． 
活かす '. 

墳の歩き

中井正幸氏
岐阜聖徳学園大学非常勤講師

1936年名古屋市生まれ。

1959年南山大学社会学部

人類学科卒業。 1969年 ド

イツ・ミュンヘン大学文学
部（考古学）を学位取得で修

了。 2006年南山大学名誉教

授（東アジア考古学専攻）。

1954年愛知県犬山市生ま

れ。 1979年奈良教育大学

教育学部卒業。愛知県埋蔵

文化財センター副センター
長を経て現在特定非営利活

動(NPO)法人古代邁波の
里・文化遺産ネッ トワーク
理事長、名古屋経済大学特
任教授。

地籍図は、明治17年(1884)に県が各 ：： 一宮市八王子遺跡。弥生時代の終焉
こちょう

村の戸長に作成を依頼した地籍帳に添 ：： のある年の日、伊勢湾沿岸部の部族社

えられた図面のことです。詳しい地割の ！； 会の代表者が集い、一つのミッションが
あざ

図のなかに町名・字名とともに地番・地 ・： はじまりました。それは濃尾平野に広

目が記入されています。このような地籍 ；； がった厳しい環境変動への対処と地域

図を精査すると、もともと円墳だった古 ： ； 社会の復興への「誓い」。これを遂行す

墳が、いつの間にか前方後円墳に変えら ； ： るため、一人の人物が選ばれ、彼とその

れていたり、円墳と考えられていた古墳 ： ： 仲間たちが伊勢湾沿岸部に新たな社会

が、実は前方後円墳と推定されるなど興 ： ： を築き上げようと立ち上がります。
■ ■ 

味ある事実に気づくことがあります。地 ： ： 発掘調査成果から見えてきたトキメク
■ • 

籍図を見る楽しさが感じられるトキメク i : 3世紀の古墳時代ストーリーをお話し
： ． お話です。 : 1 します。．． ．． 
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丸卑込厘圃り刀印旦岱枷翌旦,A．会場参加e
※新型コロナウイルス感染拡大状況により会場参加は中止になる場合があります。

• 400円（資料代込） ※博物館を観覧の際には別途観覧料が必要です。・年20名（抽選）、郵便番号・住所・参加者全員の氏名（ふりがな）・電話番号・メールアドレスを記入し、希望日（複数可）をハガキに

明記の上、一宮市博物館「尾張平野を語る25」係まで郵送。7月25日（日）（必着）。

同居家族に限りハガキ1枚でまとめて応募可。締切後、博物館からハガキにて当落を通知します。,B．オンライン参加e

私のフィールドとする岐阜県西濃地域
いび わじゅう

では揖斐川流域の輪中地帯でありなが

ら、北西部の丘陵地で多数の古墳が築造

されます。一方、一宮周辺は木曽川が
はんらん

氾濫を繰り返すなか、平野に古墳が作

られます。同じ古墳でもどうしてこのよ

うな違いが生じるのでしょうか。

そして今や古墳は現代の文化遺産と

して、次世代へ継承すべき取り組みが行

われています。その活かし方についても

考えるトキメクお話です。

無料 各日100名（抽選）
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●インターネット回線、パソコンやスマートフォンなどの機器はご自身でご用意ください。

●当館の通信環境は事前に確認しておりますが、参加者側の通信環境によってはご覧いただけ

ない場合がございます。

博物館WEBサイトから申込期間内に事前申込。締切後、メールにて視聴URLと配布資料の

ダウンロード方法を連絡します。

〒491-0922 一宮市大和町妙興寺2390番地
一宮市博物館 TEL(0586)46-3215FAX(0586)46-3216 

https://www.icm-jp.com/ 

1961年岐阜県大垣市生ま

れ。 1985年立命館大学文

学部史学科束洋史専攻卒

業。 1987年名古屋大学大

学院文学研究科（考古学専

攻）博士課程前期修了。

2005年立命館大学にて博

士（文学）取得。 1987年か

ら2021年まで大垣市教育
委員会に勤務。

〈オンライン参加申込QRコード〉

ヽ


	トキメク！古墳時代 リーフレット 表
	トキメク！古墳時代 リーフレット 裏

